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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】炎天下の運動時や作業時における流れ出る汗を
効率的に吸収することができると共に熱中症対策として
も使用でき、さらに交換が容易であると共に装着時の安
定感が常時得られる頭部装着具用汗吸収パッドを提供す
る。
【解決手段】頭部装着具用汗吸収パッド１０は、帽子等
の頭部装着具の内側に装着される汗吸収パッドであって
、高分子吸水ポリマーから成る汗吸着材２０を表層シー
ト体２１で包含して所要長さ・幅を有するパッド本体１
１に成形して成り、パッド本体の裏面には頭部装着具へ
の装着手段２２が備えられると共に、パッド本体の表面
所定箇所には頭部装着具に対する装着位置を決定するた
めの一乃至複数の位置決め表記２３が付されて成る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　帽子等の頭部装着具の内側に装着される汗吸収パッドであって、
　高分子吸水ポリマーから成る汗吸着材を表層シート体で包含して所要長さ・幅を有する
パッド本体に成形して成り、
　該パッド本体の裏面には頭部装着具への装着手段が備えられると共に、該パッド本体の
表面所定箇所には頭部装着具に対する装着位置を決定するための一乃至複数の位置決め表
記が付されて成ることを特徴とする頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項２】
　前記パッド本体の裏面において、表層シート体と装着手段との間に樹脂フィルムが介在
されて成ることを特徴とする請求項１に記載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項３】
　前記パッド本体における表層シート体あるいは汗吸着材のいずれか一方若しくは両方に
、清涼感を付与するメントールを主成分とする清涼成分が塗布あるいは含浸されて成るこ
とを特徴とする請求項１または請求項２に記載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項４】
　前記清涼成分と共に香料が塗布あるいは含浸されて成ることを特徴とする請求項３に記
載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項５】
　前記パッド本体における表層シート体に、銀ナノ粒子を担持させて成ることを特徴とす
る請求項１乃至請求項４のいずれか記載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項６】
　前記位置決め表記は、少なくとも前記パッド本体の長さ方向略中央箇所に付されて成る
ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか記載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項７】
　前記パッド本体の表面に、エンボス加工が施されて成ることを特徴とする請求項１乃至
請求項６のいずれか記載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【請求項８】
　前記装着手段は、粘着テープであることを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか
記載の頭部装着具用汗吸収パッド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、帽子やヘルメット、バンダナなどといった頭部に装着されるものに取り付け
られ、人体の額から出る汗を吸収可能な汗吸収パッドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　夏場や高温の作業場などにおいて、人は頭部の額から多くの汗を発汗する。この人間に
おける発汗作用は、汗が蒸発するときの気化熱により人体の体温を下げるための必要な生
理現象であって、発汗自体を防ぐことは熱中症の発症など人体に悪影響を及ぼすため、決
して好ましいことではない。しかしながら、汗を放置すると、その湿気により細菌の増殖
を招いて独特の臭気を伴うこととなり、特に帽子やヘルメットを被っているときには、頭
部の汗が帽子やヘルメットと頭皮の間の略密閉空間にこもって容易に気化しないことから
、経時的に臭気が増加していくと共に、帽子やヘルメットの中が湿って不快感を伴う状態
となっていた。
【０００３】
　このような吹き出た汗による不快感を防御すべく、帽子やヘルメットといった頭部装着
具の内側に装着され、該頭部装着具を被った人の額から吹き出る汗を拭い取る汗吸収用の
パッドが、従来から多く提案されている。
【０００４】
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　上記提案として、例えば、ヘルメットを着用して作業などを行うことにより噴き出した
汗をその場で吸収することができて、汗が顔を流れ落ちる不快感を解消し、又、タオルな
どで拭き取るという手間を省くことができる「ヘルメット用汗取パッド」（特許文献１参
照）が提案され、公知技術となっている。具体的には、粘着剤層をパッド本体の片面に設
けて、ヘルメットの帽体の中に緩衝用などとして装着された内装部材の内側で、額などと
直に接触する箇所に上記の粘着剤によって止着可能な大きさに形成される構造となってい
る。
【０００５】
　しかしながら、かかる「ヘルメット用汗取パッド」の提案は、汗が顔を流れ落ちる不快
感を解消し、タオルなどで拭き取るという手間を省くことができる機能ならびに汗の臭い
を消臭する機能を有するヘルメット用の汗取パッドであるが、ヘルメットと額の間に大き
く空間が存することによって、ヘルメットに当該汗取パッドを安定的に固定し装着するこ
とが難しい、といった問題があるものであった。
【０００６】
　また、流れ出る汗を効率的に吸収するだけでなく、多孔質体層内部での気化熱により額
の熱を奪うことにより、熱中症対策としても使用できる「熱吸収パッド付帽子」（特許文
献２参照）が提案され、公知技術となっている。具体的には、不織布、多孔質体層および
粘着層からなり、かつ多孔質体層が不織布と粘着層とに挟持されてなる熱吸収パッドを備
えた帽子である。
【０００７】
　しかしながら、かかる「熱吸収パッド付帽子」の提案は、熱吸収パッドが、粘着層を介
して帽子前面の内面下部に貼付される構造であることから、汗吸収機能、熱吸収機能を有
する帽子の提案に留まるものであって、交換が容易性に欠けると共に、帽子に対する装着
位置が容易に定まらないものであった。
【０００８】
　本出願人は、以上のような従来から提案されている頭部装着具用の汗吸収パッドにおい
て、装着時の安定感及び装着容易性が図られていない点に着目し、交換が容易であると共
に装着時の安定感が常時得られる汗吸収パッドを開発し、本考案における「頭部装着具用
汗吸収パッド」の提案に至るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】実用新案登録第３０２５９３４号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１３０４７２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１０】
　本考案は、上記事情に鑑み、炎天下外の運動時や作業時における流れ出る汗を効率的に
吸収することができると共に、交換容易性・装着容易性・装着安定性を常時得られる頭部
装着具用汗吸収パッドを提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本考案は、帽子等の頭部装着具の内側に装着される汗吸収パ
ッドであって、高分子吸水ポリマーから成る汗吸着材を表層シート体で包含して所要長さ
・幅を有するパッド本体に成形して成り、該パッド本体の裏面には頭部装着具への装着手
段が備えられると共に、該パッド本体の表面所定箇所には頭部装着具に対する装着位置を
決定するための一乃至複数の位置決め表記が付されて成る手段を採る。
【００１２】
　また、本考案は、前記パッド本体の裏面において、表層シート体と装着手段との間に樹
脂フィルムが介在されて成る手段を採る。
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【００１３】
　さらに、本考案は、前記パッド本体における表層シート体あるいは汗吸着材のいずれか
一方若しくは両方に、清涼感を付与するメントールを主成分とする清涼成分が塗布あるい
は含浸されて成る手段を採る。
【００１４】
　またさらに、本考案は、前記清涼成分と共に香料が塗布あるいは含浸されて成る手段を
採る。
【００１５】
　さらにまた、本考案は、前記パッド本体における表層シート体に、銀ナノ粒子を担持さ
せて成る手段を採る。
【００１６】
　そしてまた、本考案は、前記位置決め表記が、少なくとも前記パッド本体の長さ方向略
中央箇所に付されて成る手段を採る。
【００１７】
　そしてさらに、本考案は、前記パッド本体の表面に、エンボス加工が施されて成る手段
を採る。
【００１８】
　さらにまた、本考案は、前記装着手段は、粘着テープである手段を採る。
【考案の効果】
【００１９】
　本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、流れ出る汗を効率的に吸収するだ
けでなく、どのような帽子やヘルメットなどの頭部装着具にも容易に取り付け取り外しが
でき、頭部装着具の内側の前部や後部にワンタッチで貼着することができる、といった優
れた効果を奏する。
【００２０】
　また、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、パッド本体の裏面であって
表層シート体と装着手段との間に樹脂フィルムを介在させることで、汗による装着手段の
装着力（粘着力）の低下を防止することができると共に、吸収した汗が頭部装着具に染み
出るのを防止し、さらにパッド本体を頭部装着具から外す際に、汗の吸収により強度の弱
まった表層シート体が破れてしまうのを防ぐことができる、といった優れた効果を奏する
。
【００２１】
　さらに、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、パッド本体における表層
シート体あるいは汗吸着材のいずれか一方若しくは両方に、清涼感を付与するメントール
を主成分としエリスリトールまたはキシリトール等の多糖類を組み合わせた清涼成分が塗
布あるいは含浸されることによって、常時清涼感が得られると共に、冷感作用ならびに吸
熱作用が得られる、といった優れた効果を奏する。
【００２２】
　またさらに、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、清涼成分と共に香料
が塗布あるいは含浸されることによって、清涼感や冷感作用、吸熱作用と併せて、汗の臭
いを香料でかき消すこともできる、といった優れた効果を奏する。
【００２３】
　さらにまた、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、パッド本体における
表層シート体に、銀ナノ粒子を担持させることによって、抗菌作用ならびに消臭作用が得
られる、といった優れた効果を奏する。
【００２４】
　そしてまた、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、位置決め表記が付さ
れていると共に、該位置決め表記が少なくともパッド本体の長さ方向略中央箇所に付され
ることによって、取り付け位置が正確且つ容易に得られる、といった優れた効果を奏する
。
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【００２５】
　そしてさらに、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドによれば、装着手段として粘
着テープを使用することによって、帽子等の頭部装着具にワンタッチで安定的に装着でき
る、といった優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドの実施形態を示す説明図である。（実
施例１）
【図２】本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドの実施形態を示す断面図である。
【図３】本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドの使用態様を示す説明図である。
【図４】本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドの他の実施形態を示す説明図である。
（実施例２）
【図５】本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドの他の実施形態を示す説明図である。
（実施例４）
【考案を実施するための形態】
【００２７】
　本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、帽子等の頭部装着具Ｃの内側に装着
される汗吸収パッドであって、高分子吸水ポリマーから成る汗吸着材２０を表層シート体
２１で包含して所要長さ・幅を有するパッド本体１１に成形して成り、該パッド本体１１
の裏面には頭部装着具Ｃへの装着手段２２が備えられると共に、該パッド本体１１の表面
所定箇所には頭部装着具Ｃに対する装着位置を決定するための一乃至複数の位置決め表記
２３が付されて成る手段を採ったことを最大の特徴とする。
　以下、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０の実施形態を、図面に基づいて説
明する。
【００２８】
　尚、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、以下に述べる実施例に限定され
るものではなく、本考案の技術的思想の範囲内、すなわち同一の作用効果を発揮できる形
状や寸法等の範囲内で、適宜変更することができる。
【実施例１】
【００２９】
　図1は、本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０の実施形態を示す説明図であり
、（ａ）は表方斜視図、（ｂ）は裏方斜視図である。また図２は、本考案にかかる頭部装
着具用汗吸収パッド１０の実施形態を示す断面図である。さらに図３は、本考案にかかる
頭部装着具用汗吸収パッド１０の使用態様を示す説明図である。
　本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、汗吸着材２０を表層シート体２１で
包含して所要長さ・幅を有するパッド本体１１に成形して成る。
【００３０】
　パッド本体１１は、例えば長さ略３０ｃｍ、幅略４ｃｍ、厚み略２ｍｍ程度の帯状に形
成され、帽子等の頭部装着具Ｃの内側の前方額部に装着される。すなわち、該パット本体
１１の裏面は、頭部装着具Ｃの内側に貼着等により取り付けられ、その状態にてパット本
体１１の表面は、頭部装着具Ｃを着用した人の額部分と当接することとなる。
【００３１】
　該パッド本体１１は、不織布によって形成される表層シート体２１と、ジェルまたは粒
子状の高分子吸水ポリマーによって形成される汗吸着材２０とによって構成され、汗吸着
材２０が袋状の表層シート体２１に内包されて成形されて成る。
【００３２】
　表層シート体２１は、例えば不織布によって形成される二層構造を備えており、当該不
織布の上層は汗を素早く吸収し且つ汗の逆戻りを防止するため、常に乾燥状態に近い肌触
り感覚を得ることができるもので、その材質としてはポリオレフィン素材が好適に採用さ
れるが、その他ポリウレタン系の素材でも構わない。また、当該不織布の下層は汗を素早
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く吸収し且つ多量の水を吸収する役割を持つもので、その材質としてはレーヨンが好適に
採用されるが、その他パルプやＰ Ｅ Ｔ、ウレタン等の素材を採用することもできる。
【００３３】
　汗吸着材２０は、ジェルまたは粒子状の高分子吸水ポリマーによって形成されて成る。
具体的には、吸水量(吸水倍率)や吸水速度、保水性、徐放性、増粘性、凝集力、耐塩基性
、耐候性などの特性に優れたポリアクリル酸ナトリウムを顆粒状またはゼリー状にした高
吸水性高分子素材が使用される。
【００３４】
　これら表層シート体２１あるいは汗吸着材２０のいずれか一方若しくは両方には、清涼
成分２４を塗布あるいは含浸することが考え得る。すなわち、パッド本体１１が単に汗を
吸収するのみならず、当接する人体の額部分に対し清涼感を付与することも可能にするも
ので、清涼成分２４はメントールを主成分とし、その他エリスリトールやキシリトール等
の多糖類が組み合わさって成る。
【００３５】
　また、前記清涼成分２４と共に、香料２５を塗布あるいは含浸することも考え得る。す
なわち、清涼感と併せて芳香作用を付与するものであって、汗の臭いを香料でかき消し、
不快な臭いを抑制することができる。尚、塗布あるいは含浸する香料２５については限定
はなく、使用者の好みによって適宜決定すれば足りるものであるが、例えば脳を刺激し運
動向上能力や集中力増大能力を増大させるとされるコーヒー豆の香りやハーブ等から成る
香料２５が採用される。
【００３６】
　装着手段２２は、パッド本体１１の裏面に備えられ、該装着手段２２を介して頭部装着
具Ｃの内側の前方額部にパッド本体１１が装着されることとなる。かかる装着手段２２の
具体的構成については、特に限定するものではなく、例えば頭部装着具Ｃの内側所定箇所
に係止可能なフックやボタン等の係止手段や、粘着テープ２８による貼着手段などが採用
可能である。
【００３７】
　尚、かかる装着手段２２について、粘着テープ２８による貼着手段を採用することが望
ましい。すなわち、粘着テープ２８は、頭部装着具Ｃの何処にでも貼着することができる
もので、帽子やヘルメット、サンバイザーといった人の額部分に当接する箇所が明確であ
る頭部装着具Ｃ以外の頭部装着具Ｃ（例えばバンダナや手ぬぐい、ハチマキなど）の任意
の箇所にも、粘着テープ２８を介して自在にパッド本体１１を貼着することが可能となり
、使用範囲が広がることとなる。
【００３８】
　位置決め表記２３は、パッド本体１１の表面所定箇所に付されるもので、頭部装着具Ｃ
に対する装着位置を決定するべく、パッド本体１１の表面において一乃至複数の位置決め
表記２３が付されている。尚、図面では、パッド本体１１の表面略中央箇所に一の位置決
め表記２３を付した場合について示している。該位置決め表記２３は、頭部装着具Ｃの内
側の任意に位置に正確に装着するために設けられる目印であって、その形態はマークや絵
柄、織り柄、色彩など特に限定はない。
【００３９】
　ところで、かかる位置決め表記２３について、少なくともパッド本体１１の長さ方向略
中央箇所に付されて成ることが望ましい。すなわち、パッド本体１１の中心箇所が判るこ
とによって、頭部装着具Ｃに対する装着位置も容易に決定し得ることとなる。
【００４０】
　以上の各構成態様から成る頭部装着具用汗吸収パッド１０は、図３に示す様に、パット
本体１１の裏面に存する装着手段２２を介して、位置決め表記２３を参照しつつ頭部装着
具Ｃの内側の前方額部に装着して使用される。その状態にてパット本体１１の表面は、頭
部装着具Ｃを着用した人の額部分と当接することとなり、着用者の額から出る汗を随時吸
収して閉じ込める。
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【００４１】
　以上で構成される本実施形態にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、炎天下の運動
時や高温下での作業時において、着用者の額から流れ出る汗を効率的に吸収するだけでな
く、どのような帽子やヘルメットなどの頭部装着具Ｃにも容易に取り付け取り外しができ
、頭部装着具Ｃの内側の前部や後部にワンタッチで貼着することができるため、汗の不快
な臭いや頭部の蒸れを容易に抑制することが可能になる。
【実施例２】
【００４２】
　他の実施例について、図４に基づき説明する。実施例１と同様の部分は省略する。本考
案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０において、パッド本体１１の裏面における表層
シート体２１と装着手段２２との間に樹脂フィルム２５を介在させる態様を採用し得る。
【００４３】
　樹脂フィルム２５は、ビニールなど樹脂製のフィルム地から成り、パッド本体１１の裏
面に貼着されて装着手段２２との間に介在される。尚、該樹脂フィルム２５の形状につい
ては、特に限定するものではないが、好ましくはパッド本体１１の裏面全体を被覆可能な
形状であることが望ましい。
【００４４】
　以上で構成される本実施形態にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、樹脂フィルム
２５が表層シート体２１から装着手段２２への汗の通過を遮断するため、汗による装着手
段２２の装着力（粘着力）の低下を防止できると共に、頭部装着具Ｃへ染み出るのを防止
することもでき、さらには、樹脂フィルム２５を介してパッド本体１１への装着手段２２
の装備を容易にすると共に、パッド本体１１を頭部装着具Ｃから外す際に汗で強度の弱ま
った表層シート体２１の破損を防止可能である。
【実施例３】
【００４５】
　他の実施例について説明する。実施例１と同様の部分は省略する。本考案にかかる頭部
装着具用汗吸収パッド１０において、パッド本体１１における表層シート体２１に、銀ナ
ノ粒子２６を担持させる手段を採用し得る。
【００４６】
　銀ナノ粒子２６は、ナノ銀、ナノ純銀などと呼ばれ、その構造としては球形が一般的だ
が、ひし形や薄いシート構造もよく見られる。また表面積が極端に大きいため多くの配位
子がナノ粒子に配位することができる。さらにイオンを低い濃度で持続的に放出する性質
によって、さまざまな細菌に対して抗菌作用を示すことから、抗菌性コーティング剤など
に使用されるものである。
【００４７】
通常粒径１－１００ｎｍの銀のナノ粒子で構成される。
　かかる銀ナノ粒子２６をパッド本体１１における表層シート体２１に担持させることに
よって、該銀ナノ粒子２６が有する抗菌作用により汗が細菌と反応することを抑え、これ
により汗の臭いの発生を抑制することが可能となる。
【００４８】
　以上で構成される本実施形態にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、抗菌効果なら
びに汗臭防止効果が得られることから、衛生的な頭部装着具Ｃならびに頭部装着具用汗吸
収パッド１０の使用に資することとなる。
【実施例４】
【００４９】
　他の実施例について、図５に基づき説明する。実施例１と同様の部分は省略する。本考
案にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０において、パッド本体１１の表面にエンボス加
工２７を施す態様を採用し得る。
【００５０】
　エンボス加工２７は、パッド本体１１の表面に施されるものであって、プレス加工によ
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って連続する凹凸状に加工される。尚、当該エンボス加工２７による凸部形状については
特に限定はなく、図示の様な円形状のほか、四角その他の多角形状や、十字にクロスした
形状などが採用し得る。
【００５１】
　以上で構成される本実施形態にかかる頭部装着具用汗吸収パッド１０は、パッド本体１
１の表面がエンボス加工２７されることによって、ズレ防止ならびに頭部に常時安定した
装着感が得られると共に、多量の汗によっても表層シート体２１が着用者の額に引っ付く
ことなく、快適な使用に資することとなる。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本考案にかかる頭部装着具用汗吸収パッドは、炎天下の運動時や高温下での作業時にお
いて、着用者の額から流れ出る汗を効率的に吸収するだけでなく、どのような帽子やヘル
メットなどの頭部装着具にも容易に取り付け取り外しができ、頭部装着具の内側の前部や
後部にワンタッチで貼着することができるため、汗の不快な臭いや頭部の蒸れを容易に抑
制することが可能である。したがって、本考案にかかる「頭部装着具用汗吸収パッド」の
産業上の利用可能性は極めて大であるものと思料する。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　　頭部装着具用汗吸収パッド
　１１　　パッド本体
　２０　　汗吸着材
　２１　　表層シート体
　２２　　装着手段
　２３　　位置決め表記
　２５　　樹脂フィルム
　２７　　エンボス加工
　２８　　粘着テープ
　　Ｃ　　頭部装着具
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